
令和６年度補正予算案の全体像（こども家庭庁）

放課後児童クラブの

待機児童対策等（29億円）

産後ケアや新生児・乳幼児の保健等（46億円）

保育分野のデジタル化（81億円）

いじめ・不登校・若者の将来
設計の支援等（11６億円）

児童虐待・障害児・貧困家庭への

支援・対策（335億円）

こどもの安全・安心の確保等

（812億円）

地域に必要な保育所等

の整備（846億円）

保育士等の抜本的な処遇改善

（人件費の引き上げ）（1,150億円）

※上記のほか、旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者等に対する補償金等の支給等（878億円）、保育士修学資金貸付等（40億円）

4,335
億円

資料２
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